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○山国川(大分県管理区間)では、指定区間起点から雲與橋付近の2.8kmの区間において、平成24年7月洪水の再度災害防止として「床上浸
水対策特別緊急事業」を平成25年度から河道掘削、橋梁の改築などの河川改修を進め平成29年度に完了していた。

○平成30年7月豪雨において、改修前の河道の流下能力を超える流量 約 580 m3/s（指定区間起点付近）が流れたことが想定されるが、
河川改修により浸水被害を解消することができた。

位置図

被害状況 H24.7.3 H24.7.14 H30.7.6

床上浸水 戸 85 121 0

床下浸水 戸 58 40 0

計 戸 143 161 0
平成24年7月の浸水被害

床上浸水対策特別緊急事業
（H25～H29）L=2.8㎞

○改修事業の実施内容
• 延長 L=2.8km
• 内容 掘削、護岸、橋梁改築等
• 期間 H25～H29（一部H30に繰越）
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▽事業実施前

▽事業実施前

整備後

掘削 掘削 護岸

※H29.7.6参考値 床上3戸 床下16戸 計19戸

●雲與橋H24.7冠水状況

●整備後の状況

雲與橋改築

河床掘削

引堤

速報版

※参考 指定区間起点付近
被災流量 約1,950m3/s

指定区間

▽事業実施後


